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鳥取商工会議所観光・交通部会などで構成する運送業界応
援プロジェクト実行委員会では、毎年市内の小学校を訪問
し、運送業の役割や魅力を伝えています。
表紙写真の学校キャラバン隊は、9月22日(月)に訪問した
市立浜坂小学校での様子です。トラック、タクシー、バスそ
れぞれの乗車体験をした児童たちは、興味津々で元気な声
を響かせていました。
今年度３校目となるキャラバン隊は、11月20日(木)に市
立中ノ郷小学校を訪問する予定です。

今 月 の 表 紙

〒680-0912  鳥取市商栄町221－9

TEL(0857)26-2121㈹　FAX(0857)27-9538

ひと手間から生まれるおいしい笑顔

業務用総合食品／厨房・衛生関連資材　卸販売

https://きっぺい.net

学校キャラバン隊 in 浜坂小学校
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動 向

第44期 全105議員が出そろう第44期 全105議員が出そろう

１号､３号議員も確定１号､３号議員も確定
11 月４日に新役員選出へ11月４日に新役員選出へ

　

鳥
取
商
工
会
議
所
の
第
44
期
議
員

選
挙
で
、
９
月
５
日
（
金
）
に
立
候

補
に
よ
る
１
号
議
員
54
事
業
所
が
選

任
さ
れ
た
ほ
か
、
３
号
議
員
を
決
め

る
議
員
協
議
会
が
同
月
26
日
（
金
）、

鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会

議
所
ビ
ル
で
開
か
れ
、
15
事
業
所
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
、３
号
議
員
は
、
９
月
上
旬
か

ら
10
月
上
旬
に
か
け
て
開
か
れ
た
選

挙
管
理
委
員
会
で
確
定
し
、
８
月
に

確
定
し
た
２
号
議
員
と
合
わ
せ
て

１
０
５
議
員
が
出
そ
ろ
い
ま
し
た
。

　
=
３
︑４
面
に
１
︑３
号
議
員
名
簿

掲
載
=

　

第
44
期
選
挙
の
１
号
議
員
立
候
補

者
の
受
け
付
け
は
８
月
14
日
（
木
）

か
ら
同
月
29
日
（
金
）
ま
で
行
わ

れ
、
54
事
業
所
が
立
候
補
。
９
月
５

日
（
金
）
の
第
３
回
選
挙
管
理
委
員

会
で
無
投
票
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
号
議
員
を
決
め
る
１
、

２
議
員
に
よ
る
議
員
協
議
会
は
、
銓

衡
委
員
が
推
薦
し
た
15
事
業
所
の
選

出
に
同
意
。
10
月
７
日
（
火
）
の
第

４
回
選
挙
管
理
委
員
会
で
確
定
し
ま

３号議員名簿

部会名 選任数 選任された事業所名 所　　在　　地

建 設 １ 大和建設㈱ 鳥取市天神町5-2

工 業 ７

グッドヒル㈱ 鳥取市吉成2-14-21

㈱ＬＩＭＮＯ 鳥取市立川町7-101

㈱清水 鳥取市古海542-1

ダイヤモンド電機㈱鳥取工場 鳥取市南栄町18

中国電力㈱鳥取支社 鳥取市新品治町1-2

鳥取瓦斯㈱ 鳥取市五反田町6

安田精工㈱ 鳥取市南栄町15-4

流 通 ２
㈱丸由 鳥取市今町2-151

日ノ丸産業㈱ 鳥取市富安2-11

金 融 ２
㈱山陰合同銀行 鳥取市栄町402

㈱鳥取銀行 鳥取市永楽温泉町171

観光・交通 ２
日本交通㈱ 鳥取市雲山219

日ノ丸西濃運輸㈱ 鳥取市湖山町東3-40

サ ー ビ ス １ 日本海テレビジョン放送㈱ 鳥取市田園町4-360

し
た
。

　

第
44
期
の
新
し
い
役
員
を
決
め
る

臨
時
議
員
総
会
は
11
月
４
日
（
火
）

午
後
４
時
か
ら
鳥
取
市
今
町
２
丁
目

の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
で

開
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
臨
時
議
員
総

会
に
続
い
て
役
員
・
議
員
就
任
祝
賀

会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

３号議員の鳥取商工会議所職務執行者は議員事業所で選考中です。

３号議員を選出した議員協議会
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動 向
鳥取商工会議所第44期議員選挙

１号議員名簿
部会名 選任数 選任された事業所名 所　　在　　地

建 設 9

㈲赤山建築設計事務所 鳥取市西町3- 501
㈱懸樋工務店 鳥取市桂見573
田中工業㈱ 鳥取市秋里1247
日本上下水道工業㈱ 鳥取市千代水3- 75
㈲造園土木植清園鳥取営業所 鳥取市湖山町北2- 543
㈱千代田工務店 鳥取市宮長276-2
東洋交通施設㈱ 鳥取市安長78-7
ＹＡＨＡＴＡ㈱ 鳥取市南隈835
㈱ヤマタホーム 鳥取市千代水2-130

工 業 12

日段㈱ 鳥取市古海531
リコーＰＦＵコンピューティング㈱ 鳥取市北村10 -3
㈱勝原製作所 鳥取市南栄町2
菌興椎茸㈿ 鳥取市吉成140 -1
大鳥機工㈱ 鳥取市南栄町19
㈱吉谷機械製作所 鳥取市古海356 -1
㈱コクヨＭＶＰ 鳥取市湖山町南2- 201
リバードコーポレーション㈱ 鳥取市賀露町4112
㈱ＨＲＤ 鳥取市津ノ井300 -1
大同端子製造㈱ 鳥取市南栄町15 -3
㈱ファイナール 鳥取市上味野15
㈱田中鉄工所 鳥取市南栄町13

流 　 通 17

㈱中井脩 鳥取市栄町623
㈱因州屋 鳥取市商栄町155
えびす本郷㈱ 鳥取市商栄町203-24
㈱田村紙店 鳥取市桶屋町40
鳥取ヤクルト販売㈱ 鳥取市千代水3-48
鳥取科学器械㈱ 鳥取市商栄町251-13
㈱サンマート 鳥取市湖山町東2-133
㈱森下久平商店 鳥取市戎町119-2
㈱德田商店 鳥取市南安長2- 635 -1
㈱さんれいフーズ鳥取支店 鳥取市里仁151-1
鳥取瓦斯産業㈱ 鳥取市五反田町6
泊綜合食品㈱ 鳥取市安長字国分田85
㈲アコヤ楽器店 鳥取市元町318
鳥取医療器㈱ 鳥取市西品治815 -8
㈱ＫＯＤＡＮＩきっぺい 鳥取市徳尾405 -1
㈱牧浦商店 鳥取市正蓮寺99
㈱コタニ 鳥取市商栄町221-9

金 融 １ ㈱商工組合中央金庫鳥取支店 鳥取市本町3-201

観光・交通 10

㈲山田屋 鳥取市賀露町北1-5-36
㈱花のれん 鳥取市瓦町526
鳥取空港ビル㈱ 鳥取市湖山町西4-110-5
㈱鳥取県農協共済福祉事業団 鳥取市南吉方1-63-1
㈲むらかみ 鳥取市末広温泉町365
㈱ホンダカーズ鳥取 鳥取市千代水3-12
ユタカ自動車㈱ 鳥取市千代水3-22
因伯通運㈱ 鳥取市南栄町11
八光自動車㈲ 鳥取市吉成南町1-24-7
西日本旅客鉄道㈱山陰支社 鳥取市東品治町111-1

サ ー ビ ス ５

㈱シセイ堂デザイン 鳥取市吉方温泉3- 802
㈲ウィル 鳥取市湖山町北2- 522 -2
山陰警備保障㈱ 鳥取市南安長1-1-2
㈱情報サービス鳥取 鳥取市富安1- 74 -3 日段商事ビル3F
アクシスＩＴパートナーズ㈱ 鳥取市扇町7 鳥取フコク生命駅前ビル7F



鳥取商工会議所報
VOL776.2025.10.15

５

鳥
取
県
や
鳥
取
労
働
局
、
県
教
育

委
員
会
は
９
月
２
日
（
火
）、
鳥
取

県
商
工
会
議
所
連
合
会
（
児
嶋
祥
悟

会
長
・
鳥
取
商
工
会
議
所
会
頭
）
な

ど
経
済
４
団
体
に
対
し
、
障
が
い
者

雇
用
な
ど
に
つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
６
月
１
日
現
在
、
鳥

取
県
の
障
が
い
者
の
雇
用
率
は
過
去

最
高
の
２
・
56
％
で
、
全
国
平
均
の

２
・
41
％
を
上
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、

障
害
者
法
定
雇
用
率
（
２
・
５
％
）

を
達
成
し
た
企
業
の
割
合
も
61
・

１
％
と
、
全
国
平
均
（
46
・
０
％
）

を
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。来

年
７
月
、
障
害
者
法
定
雇
用
率

が
２
・
７
％
に
引
き
上
げ
、
ま
た
障

が
い
者
雇
用
義
務
の
対
象
企
業
が
従

業
員
規
模
40
人
以
上
か
ら
37
・
５

人
以
上
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
お
り
、
障
が
い
者
の
雇
用

や
職
場
定
着
の
推
進
が
よ
り
一
層

求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
日
は
、
鳥
取
県
の
平
井
伸

治
知
事
と
鳥
取
労
働
局
の
山
下
禎

博
局
長
、
県
教
育
委
員
会
の
足
羽

英
樹
教
育
長
が
県
商
工
会
議
所
連

合
会
の
事
務
局
を
持
つ
鳥
取
商
工

会
議
所
を
訪
れ
、
平
井
知
事
ら
は

﹁
就
職
機
会
の
拡
大
や
職
場
定
着

の
推
進
を
お
願
い
し
た
い
﹂
と
要
請

書
を
手
渡
し
て
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

要
請
を
受
け
た
児
嶋
会
長
は
﹁
障

が
い
者
の
雇
用
率
を
上
げ
て
い
け
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た
い
﹂
と
協

力
を
約
束
し
ま
し
た
。

要請書を受け取る児嶋会長（右から２番目）

動 向
　
鳥
取
県
・
労
働
局
・
県
教
育
委
員
会

　
鳥
取
県
・
労
働
局
・
県
教
育
委
員
会

障
が
い
者
雇
用
推
進
を
要
請

障
が
い
者
雇
用
推
進
を
要
請

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

    

来
年
７
月
、
法
定
雇
用
率
引
き
上
げ

来
年
７
月
、
法
定
雇
用
率
引
き
上
げ

我が社は運送業を営んでいますが、運転手のなかに髪を金髪にしている従
業員がいます。金髪のまま我が社の車両を運転されると我が社の信用に傷

がつきますので、金髪をやめるよう指導しましたが聞き入れません。懲戒処分にす
ることは合法でしょうか？

今回は、身だしなみと懲戒処分について説明します。従業員が髪を染めるこ
とは個人の自由ですが、労働契約関係に入った以上は労務を提供する義務

を負っている関係で使用者から労務の内容に応じた一定の身だしなみを要求されることになります。ただし、
あくまで提供する労務の内容に照らして必要かつ相当な程度の要求にとどまります。とりわけ、服装などと
は異なり髪の色などについて規制することは、私生活にそのまま影響を及ぼすことから、必要かつ相当な程度
の要求かどうか慎重に検討することを要します。
　本件では、運送業を営む会社の運転手の身だしなみが問題となっていますが、確かに金髪で会社の車両を運
転していると顧客に不安感を与えるといえます。そこで会社としては運転手に金髪をやめるよう業務命令し、
これに従わなければ職場秩序を乱すものとして懲戒処分を行うことは合法といえるでしょう。ただし、懲戒
処分といってもその程度も自ずから限度があり戒告処分程度にとどまるといえますし、髪の色を染めること
が一般化している現状においては、髪の色を顧客に不快感を
与えない程度の茶色まで許容することも検討すべきでしょう。
なお、懲戒処分を行ったにもかかわらずこれに従わない場合
にはより重い懲戒処分も合法となるでしょう。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
175

Ａ

弁護士 上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377 FAX0857-22-6857

Q

身だしなみと懲戒処分身だしなみと懲戒処分
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
サ
ー
ビ
ス
部
会

（
水
野
治
郎
部
会
長
）
は
９
月
４
日

（
木
）
か
ら
２
日
間
、
大
阪
・
関
西

万
博
へ
の
参
加
と
先
進
企
業
視
察
の

視
察
研
修
を
行
い
、
部
会
員
10
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
に
参

加
。
フ
ラ
ン
ス
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
パ
ビ
リ

オ
ン
を
視
察
後
、
自
由
行
動
で
は
そ

の
他
パ
ビ
リ
オ
ン
に
参
加
し
た
り
、

大
屋
根
リ
ン
グ
を
歩
い
た
り
し
ま
し

た
。
パ
ビ
リ
オ
ン
を
通
じ
て
技
術
の

進
歩
や
各
国
の
文
化
を
肌
で
感
じ
、

万
博
の
雰
囲
気
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
人
材
育
成
の
先
進
事
例

を
学
ぶ
た
め
、
大
阪
市
中
央
区
で
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
を
展
開
し
て
い

る
﹁
ト
ゥ
モ
ロ
ー
ゲ
ー
ト
㈱
﹂
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
グ
ッ
ド
キ
ャ
リ
ア
企
業

ア
ワ
ー
ド
２
０
２
２
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
賞
を
受
賞
し
た
企
業
。
会
社
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ

ン
を
紐
づ
け
、
個
人
の
役
割
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
、
自
発
的
で
生
産
性

の
高
い
組
織
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
オ
フ
ィ
ス
内
の

黒
を
基
調
と
し
た
特
徴
的
な
造
り
に

﹁
珍
し
い
オ
フ
ィ
ス
設
計
に
感
銘
を

受
け
た
﹂
な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
ほ

か
、﹁
キ
ャ
リ
ア
支
援
が
参
考
に
な
っ

た
﹂
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
じ
て
、
部
会
員

の
交
流
と
研
鑽
を
積
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
報
告
=
経
営
支
援
二
課
主
任　
尾

崎
龍
二
︵
サ
ー
ビ
ス
部
会
担
当)

パビリオンの前で集合写真

Vol.94Vol.94

 

サ
ー
ビ
ス
部
会
視
察
研
修

サ
ー
ビ
ス
部
会
視
察
研
修

大
阪
大
阪･･

関
西
万
博
と
先
進
企
業
を
視
察

関
西
万
博
と
先
進
企
業
を
視
察

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

企
業
視
察
テ
ー
マ
は
「
人
材
育
成
」

企
業
視
察
テ
ー
マ
は
「
人
材
育
成
」
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
金
融
部
会
（
吉

岡
佐
和
子
部
会
長
）は
９
月
１
日（
月
）

か
ら
２
日
間
、
Ａ
Ｉ
の
最
新
技
術
を

学
ぶ
た
め
、
部
会
員
ら
９
人
が
関
西

方
面
の
企
業
お
よ
び
、
大
阪
・
関
西

万
博
２
０
２
５
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

京
都
先
端
科
学
大
学
京
都
太
秦

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
デ
ロ
イ
ト
ト
ー

マ
ツ
合
同
会
社
の
執
行
役
員
・
古
高

大
輔
氏
が
生
成
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
刷
新
や
サ
ー
ビ
ス

開
発
に
つ
い
て
解
説
。
Ａ
Ｉ
の
ト
レ

ン
ド
や
多
様
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
に
対

応
す
る
生
成
Ａ
Ｉ
デ
モ
ア
プ
リ
で
、

最
先
端
技
術
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
融
合
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

知
識
の
構
造
や
文
脈
に
基
づ
き
、

高
度
に
専
門
的
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

行
い
、
意
思
決
定
を
支
援
す
る
生
成

Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
、
古
高
氏
は
﹁
人
や

企
業
に
お
け
る
創
作
活
動
や
知
的
生

産
、
さ
ら
に
は
働
き
方
も
大
き
く
変

革
す
る
可
能
性
に
満
ち
て
い
る
﹂
と

述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
訪
問
し
た
大
日
本
印
刷
Ｐ

＆
Ｉ
ラ
ボ
で
は
、
大
日
本
印
刷
㈱
が

プ
リ
ン
ト
技
術
と
Ｉ
Ｔ
・
生
成
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
て
、
生
活
や
ビ
ジ
ネ
ス
で

の
課
題
を
解
決
す
る
次
世
代
技
術
や

新
製
品
開
発
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

大
阪
・
関
西
万
博
２
０
２
５
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
館
と
フ
ラ
ン
ス
館
を
見
学
し

た
あ
と
、
大
屋
根
リ
ン
グ
を
一
周
し

た
り
、
待
ち
時
間
の
少
な
い
パ
ビ
リ

オ
ン
を
探
し
た
り
、
お
土
産
を
求
め

て
長
蛇
の
列
に
並
ん
だ
り
、
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
万
博
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

京都先端科学大学京都太秦キャンパス

 

金
融
部
会
視
察
研
修

金
融
部
会
視
察
研
修

デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ
・
大
日
本
印
刷
訪
問

デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ
・
大
日
本
印
刷
訪
問

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

    

生
成
Ａ
Ｉ
・
最
新
情
報
技
術
学
ぶ

生
成
Ａ
Ｉ
・
最
新
情
報
技
術
学
ぶ

「基礎控除の見直し等に関する説明会」のご案内
　令和７年度税制改正により、所得税の「基礎控除」や「給与所得控
除」に関する見直し、「特定親族特別控除」の創設が行われました。給
与支払者の皆様におかれましては、令和７年分の年末調整から、これら
の改正事項を考慮した計算（年末調整事務）を行っていただくことにな
ります。税務署においては、給与支払者の皆様がスムーズに年末調整事
務を行っていただけるよう、説明会（事前申込制・無料）を開催します
ので、是非ご参加ください。

　年末調整関係の各種様式については、国税庁ＨＰからダ
ウンロード及び出力することができますので、二次元コード
からご確認ください。

　国税庁HPの「特設サイト」では、基礎控除の見直し等に関
する各種情報を掲載しています。
　本改正について解説したパンフレット、よくある質問など
の情報を入手・閲覧できますので、二次元コードからご確認
ください。

 説明会のご予約を受け付けて
います。

〒680-8541
鳥取市富安２丁目89番地４
鳥取税務署　法人課税第一部門
電話 0857-77-2274
 （ダイヤルイン）

　所得税の基礎控除の見直し等に関す
る一般的な相談を受け付けています。
0570-02-4562（ナビダイヤル）

　開設期間は令和７年９月16日から
令和８年１月30日までの予定です。
　受付時間 9：00～17：00
 （土日祝日及び12/29～１/３を除く）
※　対面による個別の相談をご希望の方

は、左記の税務署にお電話していただき事
前予約をお願いします。

【予約方法】説明会に参加を希望される方は、お電話により事前の予約をお願い
します。なお、各回定員に達し次第予約を締め切らせていただきます。

【駐 車 場】駐車台数に限りがあり駐車できない場合がありますので、極力公共交
通機関をご利用ください。

【そ の 他】上記の説明会は給与支払者向けの内容となります。なお、個別具体的
な事実関係に応じたご相談など、個別相談をご希望の方は、右記のお
問合せ先（鳥取税務署）に電話していただき面接申込をお願いします。

開催日 開催時間 定 員 開催場所
令和７年
　11月 ５ 日(水)

10：00～11：00
（60分） 50名 鳥取税務署 ２階会議室

（鳥取市富安2丁目89番地4）
令和７年
　11月 ５ 日(水)

14：00～15：00
（60分） 50名 鳥取税務署 ２階会議室

（鳥取市富安2丁目89番地4）
令和７年
　11月14日(金)

10：00～11：00
（60分） 50名 鳥取税務署 ２階会議室

（鳥取市富安2丁目89番地4）
令和７年
　11月14日(金)

14：00～15：00
（60分） 50名 鳥取税務署 ２階会議室

（鳥取市富安2丁目89番地4）

～ 説明会の内容（予定） ～
・所得税の基礎控除の見直し等の概要
・質疑応答

給与支払者
向け

説明会開催日程

特設サイト

各種様式

説明会のご予約はこちらから 制度に関するご相談はこちらから

給与支払者向け所得税の基礎控除の
見直し等に関するコールセンター鳥取税務署

事前申込制
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鳥
取
商
工
会
議
所
ロ
ー
カ
ル
フ
ー

ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委
員
会
（
地

原
忠
実
委
員
長
）
は
９
月
２
日
（
火
）

か
ら
２
日
間
、
委
員
ら
７
人
が
、
地

域
産
品
を
上
手
に
生
か
し
た
町
お
こ

し
の
事
例
を
学
ぶ
た
め
、
福
井
県
美

浜
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

美
浜
町
は
、
自
然
が
豊
か
な
地
域

で
す
が
、
観
光
ニ
ー
ズ
の
変
化
か
ら

主
な
観
光
客
で
あ
る
海
水
浴
客
が
減

少
。
こ
の
た
め
同
町
は
年
間
を
通
し

た
観
光
客
の
確
保
を
目
指
し
、
名
物

料
理
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

視
察
当
日
は
、
長
年
こ
の
事
業
に

携
わ
る
美
浜
町
役
場
Ｏ
Ｇ
の
伊
達
美

鈴
氏
か
ら
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　

名
物
料
理
開
発
は
、
民
宿
の
女
将

ら
が
中
心
に
﹁
名
物
料
理
検
討
委
員

会
﹂を
結
成
し
、﹁
う
ま
い
も
の
図
鑑
﹂

を
発
行
。
中
で
も
保
存
性
が
高
く
地

域
で
親
し
ま
れ
て
い
た
﹃
へ
し
こ
﹄

が
、
地
元
大
学
教
授
の
研
究
で
健
康

効
果
が
話
題
と
な
り
、
人
気
に
火
が

つ
い
た
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
へ
し
こ
の
生
産
量
は
年

間
30
万
本
、
売
上
４
億
円
の
規
模
に

ま
で
成
長
。﹁
へ
し
こ
の
町
﹂
と
し

て
商
標
登
録
さ
れ
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ

も
誕
生
。
さ
ら
に
﹁
へ
し
こ
組
合
﹂

の
設
立
や
追
加
商
標
で
ブ
ラ
ン
ド
力

を
強
化
し
、
今
で
は
観
光
資
源
の
核

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
達
氏
は
﹁
美
浜
の
町
お
こ
し
が

行
政
や
メ
デ
ィ
ア
の
支
援
に
加
え
、

女
将
た
ち
の
強
い
絆
に
よ
っ
て
成
功

し
た
﹂
と
感
慨
深
く
語
り
ま
し
た
。

　
報
告
=
地
域
振
興
課
長　
坂
本
佳

代
子
︵
Ｌ
Ｆ
Ｐ
特
別
委
員
会
担
当
︶

伊達氏から説明を受ける参加者

Let’s
　シルバー！

『高齢者活躍人材確保育成事業』

（公社）鳥取県シルバー人材センター連合会
〒683-0812 鳥取県米子市角盤町1丁目76番地
 www.torisilver-ren.com
TEL 0859-37-2531　FAX 0859-37-2537

企業等の皆様へ

そのお仕事、
シルバー人材センターに
お任せください。

シルバー人材センターは、
高齢者の知識・経験・技能の
宝庫です。

TEL 0857-22-0050 FAX 0857-22-0051

鳥取市シルバー人材センター（公社）

人手不足解消！

《お問合せは下記まで》

シニアの力 を
活用しませんか！

 

ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委
員
会

ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委
員
会

先
進
地
視
察
研
修
を
実
施

先
進
地
視
察
研
修
を
実
施

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

地
域
産
品
を
生
か
し
た
町
お
こ
し
学
ぶ

地
域
産
品
を
生
か
し
た
町
お
こ
し
学
ぶ
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
観
光
・
交
通
部

会
な
ど
で
構
成
す
る
運
送
業
界
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
（
森
本

幸
久
委
員
長
）
は
９
月
22
日
（
月
）、

鳥
取
市
浜
坂
１
丁
目
の
市
立
浜
坂
小

学
校
を
訪
問
し
、
運
送
業
界
の
役
割

や
魅
力
を
伝
え
る

特
別
授
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

同
実
行
委
員
会

は
、
児
童
た
ち
に
身
近
で
生
活
に
欠

か
せ
な
い
運
送
業
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
お
う
と
、
２
０
１
９
年
度
に
特

別
授
業
を
開
始
。
７
年
目
と
な
っ
た

学
校
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
学
校
訪
問
は
、

今
回
で
20
校
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
年
生
を
対
象
に
し
た
運
送
業
の

仕
事
を
伝
え
る
授
業
で
は
、
ト
ラ
ッ

ク
、
タ
ク
シ
ー
、
バ
ス
そ
れ
ぞ
れ
の

運
転
手
が
運
送
業
の
役
割
や
魅
力
な

ど
を
伝
え
ま
し
た
。
運
転
手
の
話
を

聞
い
た
児
童
は
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転

手
は
何
時
間
働
い
て
い
る
？
﹂﹁
タ

ク
シ
ー
料
金
の
設
定
は
？
﹂﹁
バ
ス

に
酔
い
に
く
い
座
席
は

ど
こ
？
﹂
な
ど
、
次
々

に
手
を
上
げ
て
質
問
し

て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
児
童
ら
は
、

４
ト
ン
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ト

付
き
ト
ラ
ッ
ク
、
Ｕ
Ｄ

タ
ク
シ
ー
、
大
型
バ
ス

が
停
車
す
る
校
舎
前
の

広
場
に
移
動
。
車
い
す

で
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス

に
乗
り
込
ん
だ
り
、
ト

ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
乗
っ
た
り
、
普
段

で
き
な
い
乗
車
体
験
に
児
童
の
大
き

な
歓
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

授
業
の
終
わ
り
に
児
童
の
代
表
は

﹁
荷
物
の
９
割
が
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
﹂
と
述
べ
、
関
係
者
に
特
別

授
業
の
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

荷台に乗ってトラックの大きさを体感する児童

乗車体験に大きな歓声！乗車体験に大きな歓声！

学校キャラバン隊2025学校キャラバン隊2025
小学生に運送業の魅力を伝える小学生に運送業の魅力を伝える
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新会員紹介（2025 年 4月～ 9月）
事　　業　　所　　名 代表者名 所　　　在　　　地 業　　　種 部　会

RIDSOM Auto 大田　聡磨 鳥取市幸町148 自動車販売業 観光・交通
㈱ミライフ 近藤　賢治 大阪市中央区久太郎町３丁目1-26　ミライフ本町ビル パソコン教室等運営 サ ー ビ ス
全国ビジネス企業年金基金 宮原　一也 岡山市北区厚生町３丁目１-15 岡山商工会議所ビル２階 企業年金基金等運営 金 融
㈲インテリア ヤマオ 山尾　雄紀 鳥取市雲山296-28 内装工事業 建 設
㈱アキ・エンタープライズ 志田　智明 鳥取市吉成2丁目５-３ 厨房機械販売業 流 通
小谷商店 小谷　光男 鳥取市吉方183 ロイヤルマンション１-３ 露天業 流 通
風岡組 風岡　宣広 鳥取市東今在家134-８ 建築工事業 建 設
（福）讃美会 佐藤　公昭 鳥取市湖山町東４丁目51 介護福祉業、デイサービス サ ー ビ ス
㈱Tknet 竹内　和樹 鳥取市千代水４丁目47 一般貨物自動車運送業 観光・交通
水道屋まつおか㈱ 松岡　祐樹 鳥取市賀露町4020 水道設備工事業 建 設
宮本左官 宮本　晶雄 鳥取市浜坂東１丁目11-9 左官業 建 設
㈱阪田設備 阪田　　孝 鳥取市湖山町西2丁目443-1 水道設備 建 設
配食サービス　スプーンミール 田中　雅里 鳥取市永楽温泉町384 飲食業 観光・交通
㈱SiSS 高垣　周平 鳥取市浜坂1390-228 娯楽業（鳥取砂丘セグウェイ /水上アスレチック） 観光・交通
㈱上田左工 上田　　徹 鳥取市大覚寺150-12 左官業 建 設
㈱白兎建設 岩本　悦子 鳥取市徳尾398-11 とび、土工、土木工事業 建 設
松尾左官工業 松尾　健一 鳥取市大杙42-8 左官工事業 建 設
郡家コンクリート工業㈱ 山根　正樹 八頭郡八頭町奥谷206-1 生コンクリート､ コンクリート製品製造業 工 業
㈱GRAND　SEEDS 中谷　吉男 鳥取市賀露町4035-1 美容業 サ ー ビ ス
㈱MiuRa 三浦　直樹 鳥取市里仁313-3 電気工事業 建 設
カジュアルレストラン GEM 逸見　綾子 鳥取市本町3丁目201 鳥取商工会議所ビル1階 飲食業 観光・交通
㈱青空興業 山下　　悟 鳥取市国安959-5 とび、土工、土木工事業 建 設
みんなの会計ビジネスサポート㈱ 白男川貴礼 大阪市北区堂山町18-3 オオツジ堂山ビル4階 経理事務代行業 サ ー ビ ス
㈱としけん 長谷川聡也 鳥取市滝山337-4 土木工事業 建 設
清水塗装 清水　耕輔 鳥取市面影1丁目38-14-104 建築塗装業 建 設
サザンクロス 古市　光輝 鳥取市滝山416-15 建設業 建 設
パン工房ほとり 吉田　翔太 鳥取市古海747-5 パン製造販売 流 通
新鳥取駅前地区商店街振興組合 真嶋　　茂 鳥取市今町2丁目211 事業組合、商店街振興組合 サ ー ビ ス
（同）井上潜水 井上　督史 鳥取市浜坂3丁目15-31-1 潜水工事、海中工事 建 設
Ange 柳澤　　彩 鳥取市弥生町 383 観光ビル2階 飲食業 観光・交通
Ｓｅｒｅｎａ 中宇地勝子 鳥取市弥生町 393 1階 飲食業 観光・交通
㈱間乃工業 間崎志乃夫 鳥取市賀露町 4129 建設業 建 設
安田りゅういち事務所（同） 安田　　是 鳥取市行徳1丁目 308 経理事務代行業 サ ー ビ ス
安田　是 安田　　是 鳥取市行徳1丁目 308 アンダンテ 203 不動産賃貸業 建 設
ｍ電気（同） 三坂　淳仁 鳥取市吉方温泉1丁目 507- 2 電気工事業 建 設
Stier 上田真由美 鳥取市弥生町 313 飲食業 観光・交通
ふうたろう 清水　隆志 鳥取市永楽温泉町 213 飲食業 観光・交通

動 向

鳥取商工会議所総務課（☎0857-32-8002）
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鳥
取
商
工
会
議

所
議
員
の
日
本
海

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
㈱
代
表
取
締
役

社
長
・
西
嶌
一
泰
（
に
し
じ
ま
・
か

ず
ひ
ろ
）
氏
が
９
月
４
日
、
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
。
65
歳
で
し
た
。

　

同
社
選
出
の
鳥
取
商
工
会
議
所
職

務
執
行
者
と
し
て
２
０
２
３
年
12
月

18
日
か
ら
議
員
を
務
め
ら
れ
、
地
域

経
済
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

�

鳥
取
商
工
会
議
所

西
　
嶌
　
一
　
泰 

氏

（�

）

会
員
情
報

敬
称
略・

順
不
同

８
月
16
日
～
９
月
15
日
届
け
出
分

【
社
名・代
表
者
変
更
】

◆
㈲
徳
吉
建
設

　

→
Ｔ
ｏ
ｋ
ｕ
ｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
㈱

　

代
表
取
締
役
＝
奥
田　

真
悟

【
代
表
者・住
所
変
更
】

◆
㈱
一
条
工
務
店
山
陰

　

代
表
取
締
役
社
長
＝
橋
上
美
智
子

　

鳥
取
市
吉
方
１
９
０

【
住
所
変
更
】

◆
㈱
Ｒ
ｅ
ｊ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ

　

鳥
取
市
福
部
町
海
士
５
３
８

◆
㈱
ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ
中
国
鳥
取
支
店

　

鳥
取
市
富
安
１
－
18
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
ビ
ジ
ネ
ス
鳥
取
南
ビ
ル
３
階

◆
菌
興
椎
茸（
協
）

　

鳥
取
市
吉
成
１
４
０
－
１

◆
㈲
鳥
取
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

鳥
取
市
吉
成
２
３
８
－
１

◆
㈱
エ
ヌ
・
エ
ル
・
エ
ヌ

　

鳥
取
市
扇
町
１
１
５
－
１
鳥
取
駅

前
第
一
生
命
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
５
階

　
社
名
変
更・代
表
者
変
更・住
所
変

更
等
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　今年度より、県社労士会が再び「働き方改革サポー
トオフィス鳥取」の取組みを国から受託実施すること
となり、改めて「働き方改革」について振返ってみま
した。
　「働き方改革」は、少子高齢化に伴い将来的に働く
人が大幅に減っていく状況の中で、働く環境の整備に
より事業所で働く人材の確保定着を図っていくため、
2019年より時間外労働の上限規制や有給休暇の取得
促進、2020年よりいわゆる同一労働同一賃金の規定
等が施行されました。
　時間外労働の上限規制は、原則月45時間、年360時
間（自動車運転の業務等の特例あり）とされ、同一労
働同一賃金については、同一企業内における正規雇用
労働者と非正規雇用労働者との不合理な待遇差を禁止
するものですが、各事業所の取組が2020年に始まっ
た新型コロナ禍の影響を受けてしまった感は否めません。
　しかしながら、新型コロナ禍後の労働経済状況では、
人手不足が顕著になっており、多様な人材の活躍が求

められる中、改めて「働き方改革」の必要性が実感さ
れているところです。
　働く環境の整備は、時間外労働の削減や同一労働同
一賃金の実現にとどまらず、就業規則の作成や36協定
等の労務管理全般の適正化、育児介護との両立、ハラ
スメントの防止、短時間正社員制度等の多様な働き方
の提供等多岐に渡りますが、事業所の状況に合わせ整
備を図っていく必要があります。
　「働き方改革サポートオフィス鳥取」では、このよ
うな働く環境の整備について、国の事業として、電話、
メール、来所での相談や事業所への訪問コンサルティ
ング等を無料で実施していますので、お気軽に連絡い
ただきたいと思います。

 改めて「働き方改革」について� 働き方改革サポートオフィス鳥取 センター長 長谷川　誠 

働き方改革サポートオフィス鳥取
【厚生労働省委託事業】受託者：全国社会保険労務士会連合会

	 〒680-0845 鳥取市富安1-152 ＳＧビル４階
	 電話番号：0800-200-3295（フリーダイヤル）
	 メールアドレス：tottori@workstylereform.net

動 向



ビジ
ネ
ス
の
成
功
に
は
、正

確
な
情
報
と洞

察
力
が
不
可
欠
で
す
。

特
に
決
算
書
類
は
、企

業
の
健
全
性
や
成
長
性
を把

握
す
る
た
め
の
重
要
な
ツー

ル
で
す
。近

年
は
、あ
らゆ

る
ビジ

ネ
ス
の

現
場
で
、貸

借
対
照
表
・損

益
計
算
書
・キ
ャッ
シ
ュフ
ロー

計
算
書
な
どの
財
務
諸
表
を理

解
で
きる

能
力
が
求
め
られ

るよ
うに

な
って
きま

した
。こ
れ
は
、企

業
活
動
が
複
雑
化
し、
多
様
化
す
る
中
で
、自

社
や
取
引
先
の
経
営
状
態
を
正
しく
把
握
す
る
こと

が
重
要
に
な
って
きた

た
め
で
す
。

「数
値
は
企
業
を映

し出
す
鏡
」と
言
わ
れ
て
い
ます

。企
業
活
動
は
、会

社
の
決
算
書
類
に
連
動
して

い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は

現
状
を知

り、
会
社
の
決
算
書
類
を読

み
、活

か
す
力
が
必
要
に
な
って
きま

す
。

本
講
座
で
は
、実

際
の
企
業
の
資
料
を使

った
実
践
的
な
ケ
ー
スス

タデ
ィで
数
値
の
本
質
を基

礎
か
ら理

解
し、
実
際
の

ビジ
ネ
ス
シ
ナ
リオ
に
適
用
で
きる

よう
に
財
務
分
析
、経

営
管
理
な
どの
理
解
を深

め
ます

。
経
理
・財

務
系
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、営

業
職
や
投
資
に
興
味
の
あ
る
方
、財

務
デ
ー
タを
活
用
して

意
思
決
定
を
行
う経

営
者
、

管
理
職
の
方
に
も
必
須
の
知
識
で
す
！

※
本
申
込
書
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
講
座
開
催
に
係
る
受
講
者
の
確
認
、
受
講
者
名
簿
の
作
成
、
出
欠
確
認
、

受
講
料
の
入
金
確
認
及
び
講
座
運
営
に
関
す
る
連
絡
の
目
的
の
み
に
使
用
い
た
し
ま
す
。

T
H

P

正
確
な
情
報
と
的
確
な
判
断
力
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
果
を
最
大
化
！

プ
ロ
グ
ラ
ム

自
社
を
理
解

!他
社
を
知
る

!企
業
の
活
動
状
況
の
分
析
手
法
！

1
決
算
書
類
の
仕
組
み
と指

標
の
見
方

・企
業
経
営
と制

度
会
計

・貸
借
対
照
表
、損

益
計
算
書

・キ
ャッ
シ
ュフ
ロー

計
算
書

2
目
標
利
益
の
確
保

・目
標
営
業
利
益
とは

・資
本
利
益
率
とそ
の
展
開

3
経
営
資
源
の
有
効
活
用
法

・資
本
効
率
と収

益
性

・効
率
性
の
指
標
とそ
の
見
方

4
安
全
性
の
指
標
、生

産
性
の

指
標
の
見
方
と活

用
法

・安
全
性
と支

払
能
力

・付
加
価
値
とは

・生
産
性
の
見
方
と展

開

５
実
際
の
企
業
の
決
算
書
を使

って
の
分
析

・複
数
の
企
業
の
実
際
の
決
算
書
を使

い
な
が
ら

分
析
、解

説
、企

業
評
価

参
加
者
の
声

・
講
師
の
先
生
の
実
例
に
基
づ
い
た
内
容
で
あ
り
、
自
社
の
財
務
面
の
分
析
を
今
後
行
う
際
に
、
財
務
面
の

分
析
の
全
て
を
つ
か
む
に
は
、
何
の
数
字
を
気
に
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

・
自
社
の
分
析
を
し
て
み
た
く
な
っ
た
。

・
例
え
話
や
事
例
を
た
く
さ
ん
話
し
て
下
さ
っ
た
の
で
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
、
６
時
間
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

理
解
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
基
本
的
な

B/
S・

P/
L・

C/
Fの

見
方
に
つ
い
て
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
特
に

C/
Fは

私
自
身
が
銀
行
訪
問
時
に
説
明
し
て
い
る
こ
と
と
合
致
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
よ
い
振
り
返
り
と

な
り
ま
し
た
。
テ
キ
ス
ト
も
後
で
復
習
し
や
す
い
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
。

・
６
時
間
は
少
し
長
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
分
析
時
間
も
あ
り
丁
度
良
か
っ
た
で
す
。

鳥
取
商
工
会
議
所
・
鳥
取
法
人
会
・
鳥
取
県
経
営
者
協
会
主
催

日
時

20
25
年

12
月
10

日
（
水
）

10
:0

0~
17

:0
0

会
場

鳥
取
商
工
会
議
所

  ５
階

大
会
議
室

参
加
費

会
員
：

14
,3

00
円

一
般
：

18
,7

00
円
（
教
材
費
・
消
費
税
込
）

定
員

50
名

対
象

経
営
者
・
管
理
者
・
経
理
担
当
者

鳥
取
商
工
会
議
所

経
営
支
援
二
課

行
FA

X:
08

57
-2

2-
69

39
基
礎
か
ら
わ
か
る
決
算
書
類
分
析
講
座

参
加
申
込
用
紙

フ
リ
ガ
ナ

T
E
L

事
業
所
名

フ
リ
ガ
ナ

F
A

X
役
職

/
申
込
者
名

所
在
地

〒

E
-
m

ai
l

＠

フ
リ
ガ
ナ

役
職

/
参
加
者
名

フ
リ
ガ
ナ

役
職

/
参
加
者
名

鳥
取
商
工
会
議
所
会
員
・
鳥
取
法
人
会
会
員

鳥
取
県
経
営
者
協
会
会
員
・
一
般

(該
当
す
る
箇
所
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

)

受
講
修
了
証

要
(

) 
不
要

(
)

受
講
料
合
計

(
)円
振
込
予
定
日

月
日

※※
鳥鳥
取取
市市
中中
小小
企企
業業
人人
材材
育育
成成
補補
助助
金金
がが
活活
用用
でで
きき
まま
すす
！！
※
予予
算算
上上
限限
にに
達達
しし
たた
たた
めめ
現現
在在
受受
付付
停停
止止
中中

（
ht

tp
s:/

/w
ww

.ci
ty
.to

tto
ri.
lg.

jp
/w

ww
/c
on

te
nt

s/1
71

38
31

61
08

15
/in

de
x.h

tm
l
）

・
申
請
か
ら
認
定
ま
で
に
２
週
間
程
度
必
要
で
す
の
で
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い

・
認
定
前
に
受
講
料
を
支
払
っ
た
場
合
、
補
助
対
象
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い

<<おお
申申
込込
方方
法法

>> 
※※

 講講
座座
日日
のの

33営営
業業
日日
前前
よよ
りり
、、

1100
00％％

キキ
ャャ
ンン
セセ
ルル
料料
がが
発発
生生
しし
まま
すす
。。

●
右
記
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
後

F
A

X
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

（
受
付
後
担
当
者
様
宛
に
「
請
求
書
兼
申
込
受
信
の
お
知
ら
せ
」
(イ
ン
ボ
イ
ス
対
応

)を
F
A

X
で
返
送
い
た
し
ま
す
。
）

●
お
申
込
後
、
受
講
料
を
原
則
と
し
て
講
座
開
催
の
３
日
前
ま
で
に
請
求
書
記
載
銀
行
口
座
ま
で
お
振
込
み
願
い
ま
す
。

（
恐
れ
入
り
ま
す
が
振
込
手
数
料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
。
受
講
料
の
返
金
は
い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

●
振
込
先
：
鳥
取
銀
行
本
店
普
通
預
金

N
O

. 0
32

54
11
鳥
取
中
小
企
業
相
談
所
所
長
井
戸
垣
泰
志

＊
講
座
開
催
の
１
～
２
週
間
前
頃
に
受
講
券
・
会
場
地
図
等
を
申
込
者
様
宛
に

F
A

X
い
た
し
ま
す
。

＊
駐
車
場
は
「
商
工
会
議
所
駐
車
場
」
を
ご
利
用
下
さ
い
（満
車
の
場
合
は
市
営
片
原
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

＊
社
会
ニ
ー
ズ
の
変
更
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
反
社
会
的
団
体
及
び
そ
の
構
成
員
と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
の
方
は
参
加
を
お
断
り
し
ま
す
。

ま
た
講
師
業
、
士
業
の
方
な
ど
講
師
と
同
業
の
方
の
参
加
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
鳥
取
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ht
tp

s:
//

to
tt

or
i-

cc
i.o

r.
jp

 
＜
お
問
い
合
わ
せ
＞

IP
TE

L：
05

0-
35

28
-0

85
3(
直
通

)
FA

X：
08

57
-2

2-
69

39

基
礎
か
ら
わ
か
る
！

基
礎
か
ら
わ
か
る
！

講
座
講
座

決
算
書
類
分
析

決
算
書
類
分
析
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「中小企業におけるインボイス制度等に関する実態調査」結果
日商・東商

　日本商工会議所ならびに東京商工会議所はこのほど、標記の実態調査を実施し、集計結果を公表しま
した。
　この調査は、2023 年 10 月に開始されたインボイス制度について、2026 年９月末に負担軽減措置
の一部が縮小・廃止されることから、中小企業におけるインボイス制度への対応状況や負担の状況、各
種負担軽減措置の効果などを調査したものです。

● インボイス制度導入を機に、免税事業者（BtoB 中心）の 78.6％がインボイス登録を実施。
● インボイス制度導入を機に、課税転換（インボイス登録）したことを契機に価格交渉を行った事業

者は 23.2%、うち 76.9％が値上げを実現。他方、価格交渉を行わなかった事業者は 76.8％で、「受
注先・販売先からの価格交渉の提案等ががなかったから」が主な理由。

● 課税転換（インボイス登録）した事業者の 68.6％が「２割特例（※）」を適用、そのうち 92.0％
が初めての申告をスムーズに実施。 （※）納税額を売上税額の２割に軽減する措置。2026 年 9 月
末で終了予定。

● インボイス制度導入後も免税事業者から仕入等を行う本則課税事業者は 43.7% で、そのうち
57.6％は仕入額が 100 万円以上

● 今後、免税事業者との価格取引や仕入先の見直しを行う本則課税事業者は 42.3%。他方、価格を維
持したまま取引を継続する本則課税事業者は 21.5% で、その理由としては「代替となる取引先が
ない」（44.6%）のほか、「地域貢献等の観点から小規模事業者を応援したい」（34.8％）といった
回答も

● 制度導入により 45.8% の事業者がコスト増を、73.4％の事業者が事務負担の増加を感じている。
● 税負担・事務負担を訴える声が寄せられる一方、商工会議所の支援により円滑に申告できていると

の声も

●「売上高１千万円以下の事業者」の約８割（79.4％）が１人で経理事務を行っている。また、売上
規模が小さくなるほど、専任の経理事務担当従業員がおらず、「売上高１千万円以下の事業者」の８
割（76.4％）が、代表者や営業担当者等が経理事務を兼務

● 売上規模が小さくなるほど帳簿や試算表等の作成頻度が低く、また、各種経理業務システムの導入
割合も低い

● 規模が小さくなるほど、インボイス対応のためにツールを活用する割合が低く、また経理業務のペー
パーレス化が進んでいない

調査結果のポイント

（１）調査対象：各地商工会議所の会員企業	（２）調査期間：2025年 6月 23日～ 7月 31日
（３）調査方法：会議所職員を通じた依頼等	（４）回答事業者数：２，７１０者

【Ⅰ . インボイス制度：調査結果 P.3 ～ 13】

【Ⅱ . バックオフィス業務：調査結果 P.14 ～ 19】

詳しい内容は、次のアドレス等にアクセスしてください。
https://www.jcci.or.jp/file/sangyo1/202509/20250909_invoice_survey.pdf
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9
月
例
会
・
臨
時
総
会

令
和
７
年
９
月
16
日
（
火
）
に
鳥
取
商
工
会
議
所
大
会
議
室
に
て
、
令
和
７
年

度
９
月
会
員
増
強
例
会
「
地
域
の
永
続
的
繁
栄
に
向
け
て
×
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
増
強
の

重
要
性
」
を
開
催
し
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
様
、
鳥
取
県
連
の
皆
様
に
も
お
越
し
い
た
だ

い
た
上
、
令
和
７
年
度
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
で
あ
る
小
野
知
一
郎
様
を
お
招
き
し
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
野
会
長
よ
り
、
２
０
５
０
年
に
は
消
滅
可
能
性
自
治
体
数
が
８
０
０

を
超
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
鳥
取
県
の
人
口
が
１
５
３
，
０
０
０
人
減
少
し
４
９
７
，

０
０
０
人
に
な
る
と
の
予
想
の
も
と
、
現
状
の
延
長
線
上
に
は
地
域
の
未
来
は
な

い
と
警
鐘
を
鳴
ら
さ
れ
、
地
域
の
全
員
が
危
機
感
を
持
ち
、
よ
り
魅
力
を
増
し
て

い
く
努
力
を
本
気
で
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
見
解
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
全
て
は
必
然
・
必
要
・
ベ
ス
ト
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
起
こ
る
」
と
い
う
考

え
の
も
と
、
全
て
の
起
こ
る
事
象
を
受
け
入
れ
、
前
向
き
に
進
ん
で
い
く
姿
勢
や
、

「
経
営
の
本
質
は
永
続
に
あ
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
今
だ
け
、
自
分
だ
け
と
い

う
考
え
で
は
な
く
、
よ
り
社
会
全
体
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
永
続
的
な
仕

組
み
は
何
か
、
次
の
世
代
に
よ
り
良
い
日
本
を
手
渡
す
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
良
い

か
を
考
え
る
こ
と
こ
そ
本
質
的
に
価
値
が
あ
り
、
地
域
や
企
業
の
永
続
に
つ
な
が

る
と
力
強
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
域
に
影
響
を
与
え
る
た
め
に
も
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
会
員
増
強
は
重
要
で
あ

り
、
会
員
を
増
や
す
た
め
に
は
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
の
理
想
や
目
標
、
ビ
ジ
ョ
ン

を
定
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
か
っ
て
逆
算
し
、
今
何
を
す
べ

き
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
理
想
や
ビ
ジ
ョ
ン
に
共
感
す
る
仲
間

を
増
や
し
て
い
く
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
と
の
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
の
こ
と
、
経
営
の
こ
と
、
会
員
増
強

の
話
な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
ご
講
演
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
本
例
会
で
の
学

び
を
活
か
し
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
よ
り
力

強
い
活
動
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
増
強
委
員
会

委
員
長

森
本

剛日本ＹＥＧ会長の小野様

集合写真
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秋
空
が
澄
み
わ
た
り
、
木
々
の
葉
も
日
ご
と
に

色
づ
き
を
増
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
朝
夕
の
涼
し

さ
の
中
に
季
節
の
深
ま
り
を
実
感
し
、
秋
祭
り
や

地
域
の
催
し
も
各
地
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
頃
と

な
り
ま
し
た
。会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
の
活
動
に
対

し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
去
る
８
月
21
日
に
は
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
例

会
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
10
月
30
日
か
ら

開
催
さ
れ
る
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
「
が
い
な
米
子

大
会
」
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
・
提
言
分
科
会

の
円
滑
な
運
営
に
向
け
た
動
線
確
認
や
提
言
内
容

の
事
前
共
有
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
講

師
か
ら
は
米
子
市
お
よ
び
鳥
取
県
の
現
状
に
つ
い

て
ご
講
話
を
い
た
だ
き
、
鳥
取
・
倉
吉
・
米
子
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
代
表
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
会
が
取
り
組
む
政
策
提

言
に
つ
い
て
率
直
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
場
を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
の
活
動
を
客
観

的
に
振
り
返
り
、
他
単
会
の
取
り
組
み
か
ら
学
び

を
得
る
、
大
変
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
６
日
に
は
対
外
交
流
委
員
会
の
企

画
に
よ
り
、
津
山
の
地
で
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
フ
リ
ー
ス
ロ
ー

対
決
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
い
っ
た
親
し
み
や
す
い

企
画
を
通
じ
、
終
始
笑
顔
に
包
ま
れ
な
が
ら
互
い

の
距
離
を
縮
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者

の
中
に
は
、
初
め
て
他
単
会
と
交
流
す
る
メ
ン

バ
ー
も
多
く
、
新
し
い
刺
激
を
受
け
、
単
会
の
枠

を
超
え
て
出
会
い
、
語
り
合
い
、
共
に
楽
し
む
時

間
は
、
青
年
部
活
動
の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ
る

原
動
力
で
あ
る
と
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
津
山
を
は
じ
め
と
し
た
近
隣
単
会
と
の
交

流
を
積
極
的
に
進
め
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
新
た

な
気
づ
き
や
学
び
を
得
ら
れ
る
場
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
９
月
16
日
に
は
、
臨
時
総
会
お
よ
び
９

月
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
臨
時
総
会
に
お
い

て
は
、
次
年
度
会
長
に
推
薦
さ
れ
た
山
根
真
君
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
予
定
者
と
し
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
山
根
君
の
こ
れ
ま

で
の
活
動
に
裏
打
ち
さ
れ
た
確
か
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、
来
年
度
の
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
さ
ら

な
る
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

続
く
例
会
で
は
、
会
員
増
強
委
員
会
の
主
管
に

よ
り
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
・
小
野
知
一
郎
様
を
お
招

き
し
、「
～
地
域
の
永
続
的
繁
栄
に
向
け
て
×
Ｙ

Ｅ
Ｇ
会
員
増
強
の
重
要
性
～
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
小
野
会
長
は
、

「
現
状
維
持
の
延
長
線
上
に
は
衰
退
し
か
な
い
」

と
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
は
、
我
々

に
と
っ
て
大
き
な
警
鐘
で
あ
り
、
同
時
に
未
来
へ

の
指
針
で
も
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
や
経
済
構
造

の
変
化
な
ど
、
地
方
が
抱
え
る
課
題
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ
そ
地
域
に
根
ざ
し
活
動

す
る
私
た
ち
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
声
を
上
げ
、
行
動
を

起
こ
す
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
と
強
く
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
仲
間
と
共
に
研
鑽
を
重
ね
、

地
域
社
会
の
未
来
を
担
う
人
材
を
育
み
、
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
歩
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
至
誠
」
の
精
神

を
胸
に
、
地
域
社
会
の
発
展
と
次
代
を
担
う
若
き

力
の
育
成
に
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
ど
う

か
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
（
以
下
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
は
、

令
和
７
年
８
月
21
日
に
行
わ
れ
た
米
子
商
工
会
議
所
青
年
部

（
以
下
、
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
８
月
例
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

本
例
会
は
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
が
い
な
米
子
大
会
に
向
け
た

リ
ハ
ー
サ
ル
例
会
と
し
て
開
催
さ
れ
、
政
策
提
言
に
関
す
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「
提
言
活
動
に
よ
る
地
域
の
変
化
・
成
長
」「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
提

言
活
動
に
お
け
る
課
題
」「
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
に
対
し

て
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
政
策
提
言
す
る
意
義
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
米
子
・
倉
吉
・
鳥
取
Ｙ
Ｅ

Ｇ
か
ら
１
名
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
ま
し
た
。

各
単
会
・
地
域
の
多
様
な
着
眼
点
や
課
題
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
実
り
あ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま

し
た
。

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
が
い
な
米
子
大
会
ま
で
時
間
が
迫
る
中
、

米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
様
の
熱
意
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
例
会

で
も
あ
り
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
も
全
力
で
支
え
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

総
務
委
員
会

松
島

新
太
郎

２
０
２
５
年
９
月
６
日
（
土
）、
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ｅ
Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ
Ｄ
ｏ
ｍ

ｅ
（
岡
山
県
津
山
市
大
田
５
１
２
）
に
て
「
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
事
業
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
約
40
名
が
参
加
し
、
津
山
Ｙ
Ｅ

Ｇ
の
皆
さ
ま
と
有
意
義
な
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
対
決
）

で
体
を
動
か
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
中
で
メ
ン
バ
ー
同
士
の
距
離
を
縮
め
ま

し
た
。

そ
の
後
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
懇
親
会
や
二
次
会
で
は
、
単
会
活
動
や
地
域
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
世
代
や
業
種
そ
し
て
単

会
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
令
和
８
年
度
に
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
主
管
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
お
り
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
令
和
12
年
度
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
今
回
の
交
流
は
、
互
い
に
刺
激
を
受
け
る
と
同
時
に
、
将
来

の
大
会
運
営
に
向
け
て
多
く
の
学
び
を
得
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
特
に

津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
温
か
い
お
も
て
な
し
は
、
私
た

ち
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
と
っ
て
大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
活
動

に
必
ず
活
か
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
ご
縁
や
学
び
を
大
切
に
し
、
鳥
取
Ｙ

Ｅ
Ｇ
と
し
て
も
外
部
と
の
交
流
を
積
極
的
に
進
め
な
が
ら
、
地
域
に
還
元

で
き
る
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

対
外
交
流
委
員
会

委
員
長

西
根

健
太

集合写真

交流会の様子

フリースローを楽しむ会員

パネリストで参加した松島会員

事業所名	 ㈱ ASA鳥取東
所属委員会	 ビジネス委員会

谷口　拓史君
（たにぐちたくし）

事業所名	 合同会社 cocoto
所属委員会	 ビジネス委員会

佐々木 芳美君
（ささきよしみ）

事業所名	 さかね
所属委員会	 政策提言委員会

山本 暁子君
（やまもとあきこ）

鳥取ＹＥＧでは

鳥取を盛り上げる方募集中!!

鳥取ＹＥＧは、地域を支える青年経済人の集ま
りであり、一緒に鳥取を盛り上げていただける
方を随時募集しています。
次世代を担う立場として、熱意を持って一緒に
頑張りませんか？！
鳥取YEGで出会う「縁」を「運」に変えて、企業
と地域を活性化させましょう！
お気軽にお問い合わせください。

（鳥取商工会議所青年部 事務局）

新入会員

米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ

米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
 
８
月
例
会

８
月
例
会

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
・
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
・
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会

『
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
』

『
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
』

鳥取商工会議所青年部
会長 民野  泰稔
株式会社 三協商会

■
令
和
７
年
度

会
長
あ
い
さ
つ
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9
月
例
会
・
臨
時
総
会

令
和
７
年
９
月
16
日
（
火
）
に
鳥
取
商
工
会
議
所
大
会
議
室
に
て
、
令
和
７
年

度
９
月
会
員
増
強
例
会
「
地
域
の
永
続
的
繁
栄
に
向
け
て
×
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
増
強
の

重
要
性
」
を
開
催
し
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
様
、
鳥
取
県
連
の
皆
様
に
も
お
越
し
い
た
だ

い
た
上
、
令
和
７
年
度
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
で
あ
る
小
野
知
一
郎
様
を
お
招
き
し
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
野
会
長
よ
り
、
２
０
５
０
年
に
は
消
滅
可
能
性
自
治
体
数
が
８
０
０

を
超
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
鳥
取
県
の
人
口
が
１
５
３
，
０
０
０
人
減
少
し
４
９
７
，

０
０
０
人
に
な
る
と
の
予
想
の
も
と
、
現
状
の
延
長
線
上
に
は
地
域
の
未
来
は
な

い
と
警
鐘
を
鳴
ら
さ
れ
、
地
域
の
全
員
が
危
機
感
を
持
ち
、
よ
り
魅
力
を
増
し
て

い
く
努
力
を
本
気
で
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
見
解
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
全
て
は
必
然
・
必
要
・
ベ
ス
ト
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
起
こ
る
」
と
い
う
考

え
の
も
と
、
全
て
の
起
こ
る
事
象
を
受
け
入
れ
、
前
向
き
に
進
ん
で
い
く
姿
勢
や
、

「
経
営
の
本
質
は
永
続
に
あ
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
今
だ
け
、
自
分
だ
け
と
い

う
考
え
で
は
な
く
、
よ
り
社
会
全
体
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
永
続
的
な
仕

組
み
は
何
か
、
次
の
世
代
に
よ
り
良
い
日
本
を
手
渡
す
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
良
い

か
を
考
え
る
こ
と
こ
そ
本
質
的
に
価
値
が
あ
り
、
地
域
や
企
業
の
永
続
に
つ
な
が

る
と
力
強
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
域
に
影
響
を
与
え
る
た
め
に
も
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
会
員
増
強
は
重
要
で
あ

り
、
会
員
を
増
や
す
た
め
に
は
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
の
理
想
や
目
標
、
ビ
ジ
ョ
ン

を
定
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
か
っ
て
逆
算
し
、
今
何
を
す
べ

き
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
理
想
や
ビ
ジ
ョ
ン
に
共
感
す
る
仲
間

を
増
や
し
て
い
く
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
と
の
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
の
こ
と
、
経
営
の
こ
と
、
会
員
増
強

の
話
な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
ご
講
演
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
本
例
会
で
の
学

び
を
活
か
し
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
よ
り
力

強
い
活
動
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
増
強
委
員
会

委
員
長

森
本

剛日本ＹＥＧ会長の小野様

集合写真
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秋
空
が
澄
み
わ
た
り
、
木
々
の
葉
も
日
ご
と
に

色
づ
き
を
増
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
朝
夕
の
涼
し

さ
の
中
に
季
節
の
深
ま
り
を
実
感
し
、
秋
祭
り
や

地
域
の
催
し
も
各
地
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
頃
と

な
り
ま
し
た
。会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
の
活
動
に
対

し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
去
る
８
月
21
日
に
は
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
例

会
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
10
月
30
日
か
ら

開
催
さ
れ
る
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
「
が
い
な
米
子

大
会
」
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
・
提
言
分
科
会

の
円
滑
な
運
営
に
向
け
た
動
線
確
認
や
提
言
内
容

の
事
前
共
有
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
講

師
か
ら
は
米
子
市
お
よ
び
鳥
取
県
の
現
状
に
つ
い

て
ご
講
話
を
い
た
だ
き
、
鳥
取
・
倉
吉
・
米
子
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
代
表
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
会
が
取
り
組
む
政
策
提

言
に
つ
い
て
率
直
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
場
を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
の
活
動
を
客
観

的
に
振
り
返
り
、
他
単
会
の
取
り
組
み
か
ら
学
び

を
得
る
、
大
変
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
６
日
に
は
対
外
交
流
委
員
会
の
企

画
に
よ
り
、
津
山
の
地
で
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
フ
リ
ー
ス
ロ
ー

対
決
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
い
っ
た
親
し
み
や
す
い

企
画
を
通
じ
、
終
始
笑
顔
に
包
ま
れ
な
が
ら
互
い

の
距
離
を
縮
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者

の
中
に
は
、
初
め
て
他
単
会
と
交
流
す
る
メ
ン

バ
ー
も
多
く
、
新
し
い
刺
激
を
受
け
、
単
会
の
枠

を
超
え
て
出
会
い
、
語
り
合
い
、
共
に
楽
し
む
時

間
は
、
青
年
部
活
動
の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ
る

原
動
力
で
あ
る
と
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
津
山
を
は
じ
め
と
し
た
近
隣
単
会
と
の
交

流
を
積
極
的
に
進
め
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
新
た

な
気
づ
き
や
学
び
を
得
ら
れ
る
場
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
９
月
16
日
に
は
、
臨
時
総
会
お
よ
び
９

月
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
臨
時
総
会
に
お
い

て
は
、
次
年
度
会
長
に
推
薦
さ
れ
た
山
根
真
君
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
予
定
者
と
し
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
山
根
君
の
こ
れ
ま

で
の
活
動
に
裏
打
ち
さ
れ
た
確
か
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、
来
年
度
の
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
さ
ら

な
る
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

続
く
例
会
で
は
、
会
員
増
強
委
員
会
の
主
管
に

よ
り
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
・
小
野
知
一
郎
様
を
お
招

き
し
、「
～
地
域
の
永
続
的
繁
栄
に
向
け
て
×
Ｙ

Ｅ
Ｇ
会
員
増
強
の
重
要
性
～
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
小
野
会
長
は
、

「
現
状
維
持
の
延
長
線
上
に
は
衰
退
し
か
な
い
」

と
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
は
、
我
々

に
と
っ
て
大
き
な
警
鐘
で
あ
り
、
同
時
に
未
来
へ

の
指
針
で
も
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
や
経
済
構
造

の
変
化
な
ど
、
地
方
が
抱
え
る
課
題
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ
そ
地
域
に
根
ざ
し
活
動

す
る
私
た
ち
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
声
を
上
げ
、
行
動
を

起
こ
す
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
と
強
く
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
仲
間
と
共
に
研
鑽
を
重
ね
、

地
域
社
会
の
未
来
を
担
う
人
材
を
育
み
、
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
歩
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
至
誠
」
の
精
神

を
胸
に
、
地
域
社
会
の
発
展
と
次
代
を
担
う
若
き

力
の
育
成
に
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
ど
う

か
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鳥取YEGメールアドレス info@t-yeg.jp
YEG通信
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鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
（
以
下
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
は
、

令
和
７
年
８
月
21
日
に
行
わ
れ
た
米
子
商
工
会
議
所
青
年
部

（
以
下
、
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
８
月
例
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

本
例
会
は
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
が
い
な
米
子
大
会
に
向
け
た

リ
ハ
ー
サ
ル
例
会
と
し
て
開
催
さ
れ
、
政
策
提
言
に
関
す
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「
提
言
活
動
に
よ
る
地
域
の
変
化
・
成
長
」「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
提

言
活
動
に
お
け
る
課
題
」「
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
に
対
し

て
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
政
策
提
言
す
る
意
義
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
米
子
・
倉
吉
・
鳥
取
Ｙ
Ｅ

Ｇ
か
ら
１
名
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
ま
し
た
。

各
単
会
・
地
域
の
多
様
な
着
眼
点
や
課
題
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
実
り
あ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま

し
た
。

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
が
い
な
米
子
大
会
ま
で
時
間
が
迫
る
中
、

米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
様
の
熱
意
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
例
会

で
も
あ
り
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
も
全
力
で
支
え
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

総
務
委
員
会

松
島

新
太
郎

２
０
２
５
年
９
月
６
日
（
土
）、
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ｅ
Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ
Ｄ
ｏ
ｍ

ｅ
（
岡
山
県
津
山
市
大
田
５
１
２
）
に
て
「
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
事
業
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
約
40
名
が
参
加
し
、
津
山
Ｙ
Ｅ

Ｇ
の
皆
さ
ま
と
有
意
義
な
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
対
決
）

で
体
を
動
か
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
中
で
メ
ン
バ
ー
同
士
の
距
離
を
縮
め
ま

し
た
。

そ
の
後
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
懇
親
会
や
二
次
会
で
は
、
単
会
活
動
や
地
域
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
世
代
や
業
種
そ
し
て
単

会
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
令
和
８
年
度
に
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
主
管
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
お
り
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
令
和
12
年
度
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
今
回
の
交
流
は
、
互
い
に
刺
激
を
受
け
る
と
同
時
に
、
将
来

の
大
会
運
営
に
向
け
て
多
く
の
学
び
を
得
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
特
に

津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
温
か
い
お
も
て
な
し
は
、
私
た

ち
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
と
っ
て
大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
活
動

に
必
ず
活
か
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
ご
縁
や
学
び
を
大
切
に
し
、
鳥
取
Ｙ

Ｅ
Ｇ
と
し
て
も
外
部
と
の
交
流
を
積
極
的
に
進
め
な
が
ら
、
地
域
に
還
元

で
き
る
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

対
外
交
流
委
員
会

委
員
長

西
根

健
太

集合写真

交流会の様子

フリースローを楽しむ会員

パネリストで参加した松島会員

事業所名	 ㈱ ASA鳥取東
所属委員会	 ビジネス委員会

谷口　拓史君
（たにぐちたくし）

事業所名	 合同会社 cocoto
所属委員会	 ビジネス委員会

佐々木 芳美君
（ささきよしみ）

事業所名	 さかね
所属委員会	 政策提言委員会

山本 暁子君
（やまもとあきこ）

鳥取ＹＥＧでは鳥取ＹＥＧでは

鳥取を盛り上げる方募集中!!鳥取を盛り上げる方募集中!!

鳥取ＹＥＧは、地域を支える青年経済人の集ま
りであり、一緒に鳥取を盛り上げていただける
方を随時募集しています。
次世代を担う立場として、熱意を持って一緒に
頑張りませんか？！
鳥取YEGで出会う「縁」を「運」に変えて、企業
と地域を活性化させましょう！
お気軽にお問い合わせください。

（鳥取商工会議所青年部 事務局）

新入会員

米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ

米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
 
８
月
例
会

８
月
例
会

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
・
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
・
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会

『
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
』

『
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
』

鳥取商工会議所青年部
会長 民野  泰稔
株式会社 三協商会

■
令
和
７
年
度

会
長
あ
い
さ
つ
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October 2025 女性会だより10 Tottori Chamber of Commerce and Industry Business Woman’s Club
　

９
月
17
日（
水
）、
鳥
取
商
工
会
議

所
に
て
９
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
ガ
ー
デ
ン
か
し
の
木
・
店
長

の
池
本
百
代
氏
を
お
迎
え
し
、﹁
多

肉
植
物
の
寄
せ
植
え
と
楽
し
み
方
﹂

と
題
し
て
、
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え

を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
材
料
と
し
て
、
多
肉
植
物

（
エ
ケ
ベ
リ
ア
）、
陶
器
鉢
、
鉢
底
ネ
ッ

ト
、
多
肉
植
物
培
養
土
を
ご
準
備
い

た
だ
き
ま
し
た
。
材
料
に
つ
い
て
ご

説
明
い
た
だ
い
た
後
、
次
は
い
よ
い

よ
寄
せ
植
え
の
実
践
で
す
。
寄
せ
植

え
の
手
順
は
次
の
通
り
で
す
。

①
鉢
底
ネ
ッ
ト
を
敷
き
、
少
し
培
養

土
を
入
れ
る
。

②
エ
ケ
ベ
リ
ア
を
鉢
か
ら
ゆ
っ
く
り

出
し
、
割
り
箸
な
ど
で
土
を
丁
寧

　

９
月
例
会
を
開
催

　

９
月
例
会
を
開
催

　
　
　
〜
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
を
体
験
し
、

　
　
　
〜
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
を
体
験
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
物
の
楽
し
み
方
を
知
る
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
物
の
楽
し
み
方
を
知
る
〜

に
半
分
く
ら
い
落
と
し
、
根
を
は

さ
み
で
半
分
の
長
さ
に
切
っ
て
鉢

に
入
れ
る
。

③
高
さ
や
色
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
な
ど
の

バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
、
苗
の
隙

間
に
培
養
土
を
入
れ
て
配
置
す
る
。

④
植
え
終
わ
っ
た
ら
土
に
霧
吹
き
を

か
け
軽
く
湿
ら
せ
る
。

　

寄
せ
植
え
は
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど

楽
し
い
作
業
で
し
た
。
色
々
な
多
肉

植
物
の
高
さ
や
色
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
な
が
ら
、
苗
の
隙
間
に
培
養
土

を
入
れ
て
配
置
す
る
の
が
大
変
難
し

か
っ
た
で
す
。
植
え
た
後
の
注
意
点

も
多
々
あ
り
、
例
え
ば
、
日
当
た
り

と
風
通
し
に
注
意
す
る
こ
と
や
、
水

や
り
を
し
す
ぎ
な
い
こ
と
、
夏
場
の

高
温
に
注
意
し
て
、
蒸
れ
さ
せ
な
い

こ
と
な
ど
で
す
。
デ
リ
ケ
ー
ト
な
植

物
の
た
め
、
葉
っ
ぱ
の
中
央
に
水
を

た
め
な
い
こ
と
も
重
要
だ
そ
う
で
す
。

　

植
物
を
育
て
る
事
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

精
神
に
も
繋
が
る
も
の
で
す
。
目
を

配
っ
て
素
晴
ら
し
い
も
の
に
育
て
あ

げ
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

多
肉
植
物
の
名
前
も
全
く
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、﹁
桃
太
郎
﹂﹁
ス
ヨ

ン
﹂﹁
天
使
の
雫
﹂﹁
赤
鬼
城
﹂﹁
ブ

ロ
ン
ズ
姫
﹂﹁
虹
の
玉
﹂
な
ど
、
興

味
深
い
名
前
の
も
の
が
沢
山
あ
り
、

驚
き
ま
し
た
。

　

今
回
出
来
上
が
っ
た
多
肉
植
物
は

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
物
で
す
。
水
や
り
、

季
節
ご
と
の
置
き
場
所
な
ど
に
注
意

を
払
い
、
大
切
に
し
、
成
長
を
楽
し

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
講
師
の

池
本
様
に
は
丁
寧
な
ご
指
導
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

講師の池本氏

講師に教わりながら寄せ植えを実践する会員

　鳥取商工会議所女性会は、地域の先導役を務める商工会議所の一翼を担う組織として、全国的な　鳥取商工会議所女性会は、地域の先導役を務める商工会議所の一翼を担う組織として、全国的な
連携のもと、女性会相互の親睦と啓発をはかり、かつ経営知識の涵養と経営技術の研修取得により、連携のもと、女性会相互の親睦と啓発をはかり、かつ経営知識の涵養と経営技術の研修取得により、
女性の立場から商工業の改善発展に寄与することを目的として活動を行っています。女性の立場から商工業の改善発展に寄与することを目的として活動を行っています。

あなたのパワーを女性会にお寄せください !!あなたのパワーを女性会にお寄せください !!
【連絡先】鳥取商工会議所女性会（担当 西山）【連絡先】鳥取商工会議所女性会（担当 西山）

ＴＥＬ：0857-32-8004／ＴＥＬ：0857-32-8004／ＦＡＸ：0857-22-6939ＦＡＸ：0857-22-6939

鳥取商工会議所女性会で一緒に活動しませんか鳥取商工会議所女性会で一緒に活動しませんか
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◆
日
本
中
に
酷
暑
を
も
た
ら

し
た
夏
も
よ
う
や
く
終
わ
り
、

過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、
９
月
下
旬
、

学
校
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
取
材
で

浜
坂
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た

◆
校
舎
に
入
っ
て
多
目
的
ル
ー

ム
に
移
動
す
る
廊
下
で
、
多
く

の
児
童
と
す
れ
違
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に

「
こ
ん
に
ち
は
！
」
と
あ
い
さ

つ
し
て
く
れ
、
さ
ら
に
カ
メ
ラ

を
持
つ
筆
者
に
「
カ
メ
ラ
マ
ン

だ
！
」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
ま

し
た
◆
夏
の
暑
さ
で
疲
れ
気
味

だ
っ
た
筆
者
で
す
が
、
児
童
の

明
る
さ
と
笑
顔
に
す
っ
か
り
元

気
を
も
ら
い
ま
し
た
！
（
Ａ
）

編　集　室
パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　
FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間

９

：

00
〜
22

：

00

日
に
ち

利　
用　
内　
容

10
／
25
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

31
㈮

鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
と
ミ
ニ
チ
ュ
ア
展
︻
公
開
︼

11
／
1
㈯

鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
と
ミ
ニ
チ
ュ
ア
展
︻
公
開
︼

2
㈰

鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
と
ミ
ニ
チ
ュ
ア
展
︻
公
開
︼

3
㈪

鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
と
ミ
ニ
チ
ュ
ア
展
︻
公
開
︼

６
㈭

パ
ソ
コ
ン
え
こ
販
展
示
販
売
会

8
㈯

秋
の
山
野
草
パ
レ
ッ
ト
展
︻
公
開
︼

9
㈰

秋
の
山
野
草
パ
レ
ッ
ト
展
︻
公
開
︼

14
㈮

と
っ
と
り
起
業
支
援
合
同
勉
強
会

15
㈯

第
14
回
鳥
取
ま
ち
ゼ
ミ
﹁
鳥
取
ま
ち
な
か
の
歴
史
・

文
化
を
楽
し
く
学
ぼ
う
﹂

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

16
㈰

第
14
回
鳥
取
ま
ち
ゼ
ミ
﹁
人
生
を
豊
か
に
す
る
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン　
～
相
続
、
遺
言
編
～
﹂

第
17
回
鳥
取
落
語
会
︻
公
開
・
有
料
︼

18
㈫

昼
食
会
場

　
　
　
　
※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マ ル 経 融 資 をご活用ください！
マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なし

で受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および

娯楽業を除く）で５人以下、その他は２０人以下の事業所です。

●融資限度額 2,000 万円  ●利率 年 2.00％（2025.10.1 現在）

●返 済 期 間 運転資金＝  ７年以内（据え置き１年以内）

設備資金＝１０年以内（据え置き２年以内）

問い合わせ先 鳥取商工会議所 経営支援一課 TEL：0857－32－8005

ＡＮＡからのお知らせ

詳詳ししくくはは、、 公公式式ホホーームムペペーージジににててごご確確認認くくだだささいい。

２２００２２４４年年 東東京京便便 夏夏ダダイイヤヤ決決定定！！

鳥鳥取取砂砂丘丘ココナナンン空空港港  日日５５往往復復継継続続

期期間間：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日

東東京京発発のの初初便便がが
７７時時台台のの出出発発にに
ななりり、、ごご利利用用頂頂きき
ややすすくくななりりままししたた。。

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

便名 出発 到着
  292  7 時 05 分  8 時 15 分
  294  8 時 55 分 10 時 10 分
  296 11 時 25 分 12 時 40 分
  298 15 時 35 分 16 時 50 分
  300 18 時 35 分 19 時 50 分

■鳥取⇒東京
期間：2025年10月26日～2026年3月28日

詳しくは、ANA公式ホームページにてご確認ください。

2025年　東京便　冬ダイヤ決定！

鳥取砂丘コナン空港　1日５往復継続

便名 出発 到着
  291  6 時 55 分  8 時 15 分
  293  9 時 25 分 10 時 45 分
  295 13 時 35 分 14 時 55 分
  297 16 時 35 分 17 時 55 分
  299 19 時 15 分 20 時 35 分

■東京⇒鳥取
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１　

金
融
部
会
視
察
研
修
（
２
日
も
、
大
阪

市
）
▽
北
海
道
内
旅
行
社
へ
合
同
セ
ー
ル

ス
（
４
日
ま
で
、
札
幌
市
）

２　

Ｌ
Ｆ
Ｐ
視
察
研
修
（
３
日
も
、
福
井
市
）

▽
建
設
部
会
視
察
研
修
（
３
日
も
、
大
阪

市
）
▽
経
済
団
体
へ
の
障
が
い
者
雇
用
推

進
要
請
▽
青
年
部
総
務
委
員
会
・
ま
ち
興

し
委
員
会

３　

青
年
部
鳥
取
お
城
委
員
会
・
広
報
委
員
会
・

会
員
交
流
委
員
会

４　

サ
ー
ビ
ス
部
会
視
察
研
修
（
５
日
も
、
大

阪
市
）
▽
青
年
部
対
外
交
流
委
員
会

５　

選
挙
管
理
委
員
会
▽
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
無

料
相
談
会

８　

青
年
部
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会

９　

女
性
会
会
員
委
員
会
▽
青
年
部
総
務
委
員

会
･
会
員
増
強
委
員
会
・
ま
ち
興
し
委
員

会

10　

運
営
委
員
会
▽
青
年
部
政
策
提
言
委
員
会

16　

定
例
金
融
相
談
会
▽
と
っ
と
り
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
実
現
特
別
委
員
会
▽
青
年
部
臨
時

総
会
・
例
会

17　

女
性
会
例
会
・
役
員
会

20　

創
業
塾
（
21
、
27
、
28
日
、
10
月
４
日
も
）

22　

学
校
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
in
浜
坂
小
学
校
▽
青

年
部
５
役
会
・
鳥
取
お
城
委
員
会

24　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー

25　

会
頭
･
副
会
頭
会
議
▽
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル

26　

議
員
協
議
会

30　

青
年
部
理
事
会

事
務
局
日
誌
（
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　11月18日（火）午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

9
月
抜
粋

健康茶・健康食品の企画・受託製造

【FSSC22000】【健康食品GMP】【ISO14001】認証取得

■本社・工場　〒680-1167 鳥取市上味野15

　　　　　　　　　 TEL 0857-51-8686（代）

　　　　　　　　　 FAX 0857-51-8881

https://www.finarl.co.jp

附小受験・中学受験・高校受験・大学受験

□Ｖスクール　　 □鳥取本部教室　　□鳥取南本部教室

□湖山本部教室　 □郡家教室　　　ほか　

鳥取市幸町26-9　　℡0857-29-7018

総合管理本部(午前10時から総合受付)　フリーダイヤル 0120-216206

鳥取県知事認可予備学校・大学受験

鳥 取 予 備 校

2025年10月5日(日) 

おかげさまで開業50周年 

〒680-0822 
鳥取市今町２-153 
TEL 0857-23-1111㈹

〒680-0913　鳥取県鳥取市安長85
TEL 0857-28-6211　FAX 0857-28-0905
http://www.tomari.co.jp

おいしさと健康を追求する

昭和49年の創業以降、全国でも選りすぐりのおつけものと、
地元鳥取の豊かな自然の幸を日本中にご紹介してきました。
おいしくて、健康的な食事、そして食卓での喜びと笑顔を
今日も鳥取からお届けします。

いつもの食卓 いつもつけもの

泊綜合食品株式会社
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地域 ･ 経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐 車 場 ご 案 内

※マイナ保険証をお持ちでない方でも、資格確認書があればこれまでどおりの医療が受けられます。詳しくは協会けんぽHPをご確認ください。

マイナンバーカードを
持って病院へ

受付のカードリーダー※に
マイナンバーカードを置く。

顔認証などで本人確認。
「マイナ保険証」として
使用できます。※カードリーダーはモデルが違う場合があります。

協会けんぽ LINE 公式アカウントでは
健康情報を配信中！
友だち追加はこちらから！

鳥取支部

〒680-8560 鳥取市今町２丁目112番地 アクティ日ノ丸総本社ビル５階

〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL https://tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）


